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徳
之
島
町
の
手
々
集
落
で
８
月
15
日
、

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
ム
チ
タ
ボ
リ
」

が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
40
人

の
踊
り
連
が
、
手
々
小
中
学
校
横
の
「
殿

口
（
ト
ノ
グ
チ
）」
と
呼
ば
れ
る
井
上
キ

ク
エ
さ
ん
宅
を
起
点
に
、
５
軒
の
家
々
で

太
鼓
と
三
線
に
合
わ
せ
て
息
の
あ
っ
た
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

同
集
落
の
ム
チ
タ
ボ
リ
は
、
豊
年
感
謝

と
豊
作
祈
願
の
祭
り
が
80
年
ほ
ど
前
に
一

つ
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
扇
子
を
手
に
白
い

布
を
ま
と
っ
た
男
性
と
浴
衣
姿
の
女
性
が

２
重
の
輪
に
な
っ
て
踊
る
の
が
特
徴
で
、

町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

徳
之
島
町
の
井
之
川
集
落
で
８
月
18
～

19
日
に
か
け
て
、
夜
を
徹
し
て
集
落
内
の

家
々
を
踊
り
回
る
「
夏
目
踊
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
18
日
の
大
雨
で
一
旦
は
中
止

を
決
め
た
も
の
の
、
集
落
内
３
地
区
の
う

ち
宝
島
地
区
が
自
主
的
に
実
施
を
決
め
て

踊
り
明
か
し
ま
し
た
。

当
初
は
強
い
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、
明

け
方
に
は
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
参

加
者
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
踊
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
振
る
舞
わ
れ
る
飲

み
物
や
料
理
を
口
に
し
な
が
ら
休
憩
し
、

イ
ノ
ヌ
イ
ビ
ガ
ナ
シ
神
社
で
奉
納
の
踊
り

を
捧
げ
て
終
了
。
参
加
者
全
員
に
満
足
げ

な
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

徳
之
島
町
の
亀
徳
集
落
で
８
月
18
日
、

互
い
に
水
を
掛
け
合
い
無
病
息
災
を
願
う

恒
例
行
事
「
ネ
ン
ケ
」
が
行
わ
れ
、
地
区

内
外
か
ら
も
大
勢
の
住
民
が
詰
め
か
け
て

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
同
集
落
の
中

央
を
通
る
県
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
大
型

容
器
の
周
り
を
参
加
者
が
取
り
囲
み
、
午

前
11
時
の
開
始
の
合
図
と
と
も
に
洗
面
器

や
バ
ケ
ツ
、
水
鉄
砲
を
使
っ
て
誰
か
れ
構

わ
ず
水
を
掛
け
合
い
ま
し
た
。

７
月
の
奄
美
地
方
は
ほ
と
ん
ど
雨
が
降

ら
ず
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
前
日
に
恵
み
と
も
い
え
る
大
雨
が
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
気

持
ち
良
く
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

近
畿
大
学
（
大
阪
市
）
と
樟
南
高
校
（
鹿

児
島
市
）
の
相
撲
部
が
８
月
22
日
～
24
日

の
３
日
間
、
徳
之
島
町
で
強
化
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。
町
相
撲
場
で
の
稽
古
に
は
地

元
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
大
学
生
や

高
校
生
の
迫
力
あ
ふ
れ
る
ぶ
つ
か
り
合
い

に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

近
大
は
監
督
と
部
員
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
含
む
15
名
で
３
年
ぶ
り
２
回
目
。
樟
南

は
10
年
以
上
前
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
今
合
宿
に
は
監
督
と
部
員
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
近
大
相
撲
部
で
は
、
安
田

貴
浩
さ
ん
と
吉
数
馬
さ
ん
、
樟
南
相
撲
部

に
は
、
藤
田
幸
樹
さ
ん
、
前
田
風
海
矢
さ

ん
、
永
川
大
樹
さ
ん
の
徳
之
島
町
出
身
者

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

厳 か な 雰 囲 気 の 踊 り の 輪

大
雨
を
跳
ね
除
け
夏
目
踊
り

水
掛
け
祭
り
で
無
病
息
災
願
う

迫
力
あ
ふ
れ
る
ぶ
つ
か
り
合
い

朝 ま で 続 く 軽 快 な 踊 り

通行車に水を掛ける参加者

町相撲場での大迫力の稽古

ム
チ
タ
ボ
リ
で

	
集
落
に
ぎ
や
か
に
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畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
８
月
10
日
、
海

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
小
学
生
32
名
が
、
町
社
会

教
育
課
主
催
の
「
夏
休
み
子
ど
も
講
座
」

で
学
習
し
た
「
巻
き
結
び
」
を
実
践
し
、

イ
カ
ダ
作
り
に
挑
戦
。
木
材
と
タ
イ
ヤ

チ
ュ
ー
ブ
を
ひ
も
で
つ
な
ぎ
、
３
隻
の
イ

カ
ダ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
海
岸
清
掃
後
、

昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら
イ
カ
ダ
を
海
に

浮
か
べ
海
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
夏
休
み
の
貴
重
な
体
験
に
、
格

別
な
思
い
出
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

徳
之
島
３
町
の
職
員
組
合
が
招
待
し
た

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
２
家
族
が
、
８
月
16

～
20
日
の
５
日
間
の
日
程
で
夏
の
徳
之
島

の
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。

各
町
の
職
員
組
合
が
日
替
わ
り
で
、
自

然
体
験
や
夏
祭
り
観
覧
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
。
本
町
で
は
、
夜
光
貝
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
と
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
の

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
る
海

に
興
奮
気
味
、
枝
サ
ン
ゴ
と
戯
れ
る
カ
ラ

フ
ル
な
魚
た
ち
に
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

徳
之
島
町
立
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
８

月
25
日
、
貝
が
ら
標
本
名
付
け
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に
採
集
し
、
名

前
の
特
定
が
で
き
な
い
貝
な
ど
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
貝
の
種
類
や
名

前
を
調
べ
ま
し
た
。

貝
が
ら
標
本
名
付
け
会
は
、
毎
年
図
書

館
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
取
し

た
貝
が
ら
と
、
図
鑑
や
標
本
な
ど
を
見
比

べ
名
前
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
、
来
年
は
貝
が
ら
拾
い
に
挑
戦
し
、

名
付
け
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

徳
之
島
町
の
母
間
小
学
校
で
８
月
26
～

28
日
の
３
日
間
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
「
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
対
象
の
小
学
４
～
６

年
生
の
29
人
は
、
講
義
と
体
験
学
習
で
地

域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

児
童
は
、
専
門
家
や
町
職
員
に
よ
る
講

義
で
町
の
青
少
年
健
全
育
成
の
取
り
組
み

と
関
連
事
業
、
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
び
、
車
い

す
利
用
者
と
視
覚
障
が
い
者
の
介
助
、
地

域
の
高
齢
者
宅
で
の
声
掛
け
活
動
を
体
験

し
ま
し
た
。

夏
休
み
の
貴
重
な
体
験
！

	
～
海
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
～

徳
之
島
の
海
を
満
喫
！

地
域
福
祉
の
向
上
を

貝
に
名
前
を
つ
け
よ
う
！

力 を あ わ せ て イ カ ダ 作 り

シ ュ ノ ー ケ リ ン グ を 楽 し む 家 族

図 書 館 長 に 貝 の 種 類 の 説 明 を 聞 く 生 徒

車 い す 介 助 を 体 験 す る 児 童
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徳
之
島
町
の
下
久
志
海
浜
公
園
一
帯
で

８
月
７
日
、
農
道
及
び
農
業
施
設
の
維
持

管
理
に
向
け
た
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
と
町
の
担
当
課
職
員
、
徳
之
島
建

設
業
協
会
か
ら
約
60
人
が
参
加
し
、
環
境

美
化
を
図
り
ま
し
た
。

公
園
周
辺
の
緑
地
や
道
路
を
覆
う
よ
う

に
生
い
茂
っ
た
雑
草
や
雑
木
を
伐
採
し
、

ト
ラ
ッ
ク
で
搬
出
。
道
路
が
通
行
し
や
す

く
な
る
と
と
も
に
、
景
観
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
同
作
業
は
、
国
の
「
農

業
農
村
整
備
事
業
」
で
整
備
さ
れ
た
農
免

農
道
や
農
業
関
連
施
設
を
対
象
に
、
島
内

３
町
が
各
々
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

徳
之
島
町
文
化
会
館
で
９
月
２
日
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
の
い
る
家
族
や
教
職
員
な
ど

約
５
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も

達
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
で
何
が
で
き
る
の
か
を
会
場
と
一
体

と
な
っ
て
考
え
ま
し
た
。

講
演
を
し
た
の
は
、
夜
回
り
先
生
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
水
谷
修
先
生
。
多

く
の
若
者
の
非
行
や
薬
物
汚
染
、
心
の
問

題
に
関
わ
り
、
繁
華
街
の
深
夜
パ
ト
ロ
ー

ル
を
通
し
て
、
若
者
の
非
行
防
止
と
更
生

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
谷
先
生
は
「
す
べ
て
の
家
庭
が
優
し

い
言
葉
で
満
ち
て
い
れ
ば
、
い
じ
め
は
起

き
ず
非
行
へ
も
走
ら
な
い
。
家
庭
で
の
会

話
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

９
月
１
日
、
徳
之
島
町
母
間
池
間
地
区

で
、
池
間
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
（
赤
崎
冨

士
郎
代
表
）
に
よ
る
百
合
の
球
根
の
植
え

付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
の

会
員
24
名
が
参
加
し
、、
球
根
約
１
０
０

個
を
植
え
ま
し
た
。

今
回
植
え
付
け
ら
れ
た
球
根
は
、
昨
年

「
豊
中
エ
ラ
ブ
百
合
の
会
」
初
代
会
長
で
、

奄
美
観
光
大
使
で
も
あ
る
、
栄
陽
一
郎
さ

ん
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
の
５

月
に
満
開
の
花
を
咲
か
せ
た
百
合
の
球
根

を
再
度
植
え
付
け
ま
し
た
。

来
年
の
５
月
に
は
、
ま
た
満
開
の
百
合

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

農
道
・
農
業
施
設
の
保
全
を

家
庭
の
中
に
優
し
い
言
葉
を

徳
之
島
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

清 掃 さ れ る 下 久 志 海 浜 公 園

講 師 の 水 谷 修 先 生

池間フラワーグループによる百合の植え付け

徳之島 3 カ町合同防災訓練が平成 25 年 10 月 27 日（日）、「地震だ　津波だ　す

ぐ避難」を統一スローガンに島内全域で開催します。今回で 3 回目となりますが、

地域住民の皆様が、地震や津波などの自然災害から「いのち」を守るためには、自

らの身は自らで守る「自助」が重要です。住民の皆様の積極的な参加を呼び掛け、

下記の日程で訓練を実施します。町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い

申し上げます。

〔実施日時〕平成 25年 10 月 27 日（日）午前 9時～ 12 時 30 分

【お問い合わせ先】町役場総務課消防交通係　☎ 0997-82-1111（内線 213）

徳之島３カ町合同防災訓練のお知らせ

●● ●●
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今年度実施された全国学力・学習状況調査に
ついての本町結果は上記の通りです。県、全国
平均より下回っている結果となりました。学力
向上に向けて、できなかったところの確実な復
習と定着率の低い分野においては、各学校で分
析を行い、再度学習を行っています。この結果
をしっかりと受け止め、学校、家庭、地域と協
力して学力向上に向け、取り組んでいきたいと
思います。（▲：県平均より－５以上、△：県
平均より劣っている）

平成２５年度　成績優秀児童・生徒紹介 ( 前期分 )
【学習関係】( 名前順不同 )

◆英語検定３級　松村翔 ( 亀津中３年 )、里見友莉那 ( 亀津中３年 )、石畑藤仁 ( 亀津中２年 )、小達啓太 ( 尾母中３年 )

◆漢字検定３級　秋武玲於菜 ( 亀津中３年 )、奥村真愛 ( 亀津中３年 )、幸山杏里 ( 亀津中３年 )、富田胡桃 ( 亀津中３年 )

◆鹿児島県愛鳥週間作品コンクール　平川動物園長賞　三島慶史 ( 亀徳小２年 )

【スポーツ関係】( 名前順不同 )
◆地区中学総合体育大会ソフトテニス男子個人ペア優勝　小達啓太，安田健友 ( 尾母中３年 )

◆地区中学総合体育大会相撲競技１年の部　優勝　徳田龍太郎 ( 東天城中１年 )

◆第４７回全空連鹿児島県空手道選手権

　[ 個人形２年女子 ] １位　瀬田紀果 ( 亀津中２年 )、[ 個人形２年男子 ] １位　樺山輝 ( 亀津中２年 )

◆第３３回九州ブロックスポーツ少年団空手道交流大会

　[ 個人形１年男子 ]3 位　市来拓磨 ( 亀津中１年 )、[ 個人形１年女子 ] ３位　嶺山歩美 ( 井之川中１年 )

　[ 個人形２年男子 ]3 位　樺山輝（亀津中２年）、[ 個人形２年女子 ] ３位　瀬田紀果 ( 亀津中２年）

教 育 委 員 会 だ よ り

本校は、「明るく・強く・最後まで」の校訓のもと、全校児童 45 名、

5 学級での共通実践に取り組んでいます。その中から特色ある活動を紹

介します。

その一つが「基礎・基本の定着」です。朝は、「ドリルタイム 15 分」

の中で、計算や音読・漢字・短作文を重点的に指導し、授業の終末では、

「基礎学力定着 10 分間」を設定して個別指導を徹底して行い、学力向上

に努めています。

もう一つが、「チャレンジランニング」です。毎朝、7 時 50 分から、

ランニングに挑戦しています。登校した順に、校庭に出て、朝のさわや

かな光を浴びながら走っています。この継続で、昨年の持久走大会では、

新記録がたくさん生まれました。

また、「おはようボランティア」にも力をいれています。ランニング

を終えた子どもたちは、8 時から 10 分間、ボランティア清掃をしてい

ます。６年生のリーダーのもと、校庭の草取りや周囲の清掃など異年齢

グループで取り組んでいます。この頃では、割り当て以外の場所でも、

気づき、考え、活動の場を広げつつあります。

明るく　強く　最後までの校訓を基に
徳之島町立花徳小学校

国Ａ知識 国Ｂ活用 算・数Ａ知識 算・数Ｂ活用

小 6
町 59.3 ▲ 40.0 ▲ 76.2 △ 49.1 ▲
県 64.7 47.9 78.8 56.7
全 62.7 49.4 77.2 58.4

中 3
町 69.5 ▲ 57.2 ▲ 55.2 ▲ 31.0 ▲
県 75.4 64.8 61.5 39.2
全 76.4 67.4 63.7 41.5

【平成 25年度全国学力・学習状況調査について】
平成 25 年 4 月実施（小 6・中 3 対象）

朝から気持ちよく清掃作業

一日の始まりはランニングから

基礎学力定着の時間
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そ
こ
で
国
土
計
画
法
の
概
要

を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

Q1　

国
土
利
用
法
の
届
け
出
制

と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

大
規
模
な
土
地
取
引
に
つ
い

て
届
け
出
制
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
届
け
出
制
は
、
平

成
10
年
９
月
に
制
度
が
変
更

さ
れ
、
原
則
と
し
て
、
事
後

届
け
出
制
と
な
り
ま
し
た
。

Q2　

届
け
出
の
必
要
な
土
地
取
引

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に

つ
い
て
、
土
地
に
関
す
る

権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定

す
る
契
約
（
土
地
売
買
の

契
約
）
し
た
場
合
に
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

●
都
市
計
画
区
域
（
徳
之
島
町

で
は
、
亀
津
・
亀
徳
の
一
部
）

５
０
０
０
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
０
０
０
０
㎡
以
上

Q3　

届
け
出
は
誰
が
行
う
の
で

す
か
？
ま
た
、
ど
こ
へ
い

け
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

届
け
出
者
は
、
土
地
の
取

得
者
（
買
主
）
で
す
。
届
け

出
は
、契
約
（
予
約
を
含
む
）

を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
２
週
間
以
内
（
契
約

締
結
日
を
含
み
ま
す
）
に
、

土
地
の
所
有
す
る
町
役
場

の
国
土
計
画
法
担
当
窓
口

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Q4　

届
け
出
を
し
な
い
と
ど
う

な
り
ま
す
か
？

Ａ　

法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
企
画
部
地
域
政
策

課
土
地
対
策
係　

☎
０
９
９

―
２
８
６
―
２
４
３
８

徳
之
島
町
役
場　

企
画
課
商

工
係　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内

線
２
２
１
）

平
成
25
年
度
の
自
治
宝
く
じ

助
成
事
業
と
し
て
、
尾
母
集
落
・

前
川
集

落
が
一

般

コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事

業
の
対

象
と
な

り
、
机

や
イ
ス
、
音
響
設
備
、
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
等
の
整
備
が
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
活

動
の
一
環
と
し
て
、
住
民
が
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

に
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
後
２
団
体
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
や
各

種
行
事
等
に
有
効
活
用
し
地
域

の
活
性
化
に
役
立
て
る
予
定
で

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

企
画
課
商
工
係　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
１
）

農地法では下記届け出が必要です

◇農地の相続登記をした場合は、必ず農業委員会へ届

け出てください。 

◇農地に住宅、墓地、牛舎等を建てる際も農業委員会

へ申請し許可が必要です。 

◇農地の転用には許可が必要です。 

賃貸借情報について

平成 24 年 1 月～ 12 月までに締結された賃貸借における賃借料
締結された地域 平均値（円）最高額（円）最低額（円）データ数（件）

徳之島町全域 10,000 10,000 10,000 79

（畑かん整備農地も一般農地も同額の 1 万円です）

◇小作料について

農地を借りる場合は借り手は貸し手に小作料（借賃）

を支払はなければなりません。本町では概ね 10a

当たり年間 1 万円ですが、これに決まりはありま

せんのであくまでも貸し手と借り手の当事者間で決

める事が原則です。

◇下限面積について

農地を取得（購入）しようとする際は農業委員会が

定めた下限面積を所有してないと農地を取得できま

せん。本町の下限面積は 50a です。

【お問い合わせ先】

徳之島町役場　農業委員会☎ 82-1111（内線 272）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

平
成
25
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

農地法で必要な届出及び賃貸借情報について

尾 母 集 落

前
川
集
落
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老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い

場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間

等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日

本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

住
民
生

活
課
年
金
係　

☎
82
―

１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

ご
み
の
出
し
方
で
よ
く
見
受

け
ら
れ
る
間
違
い
や
す
い
事
例

に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
処
理
シ
ー
ル
は
資
源
ご
み
の

紙
類
に
貼
っ
て
頂
く
物
で
す
。

紙
類
以
外
の
資
源
ご
み
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
又
は
燃
や
せ

る
ご
み
に
つ
い
て
は
指
定
袋

を
ご
利
用
下
さ
い
。

◆
缶
類
と
び
ん
類
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
資
源
ご
み
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
別
の
素
材
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
缶
類
は
缶
類
だ
け

を
、
び
ん
類
は
び
ん
類
だ
け
を
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
だ
け
を
指
定
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
袋
に
は
名
前
を
書
く
欄

が
あ
り
ま
す
の
で
、
名
前
を

書
い
て
か
ら
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
空
き
缶
や
空
き
び
ん
は
資
源

ご
み
（
黄
色
の
袋
）
に
な
り

ま
す
。
適
切
な
分
別
を
お
願

い
し
ま
す
。

動
物
愛
護
管
理
法
が
改
正
さ

れ
、
動
物
の
飼
い
主
は
、
そ
の

動
物
が
命
を
終
え
る
ま
で
適
切

に
飼
養
す
る

責
任
が
あ
る
こ
と
が
法
律
上

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
動
物
愛
護
管
理
法
で
は

愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
傷
・

遺
棄
し
た
場
合
の
罰
則
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
み
だ
り
な
殺
傷

は
２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
等
・

遺
棄
は
１
０
０
万
円
以
下
罰
金

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
動
物
の

虐
待
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
な
り
ま
す
。
み
だ
り
に
、

餌
や
り
を
や
め
た
り
、
酷
使
し

た
り
、
病
気
や
け
が
を
放
置
し

た
り
、
不
衛
生
な
場
所
で
飼
っ

た
り
す
る
こ
と
は
虐
待
に
な
り

ま
す
。
動
物
の
虐
待
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？
国
民

年
金
の
任
意
加
入
制
度

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
の
ご
案
内

動
物
愛
護
法
改
正
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
徳
之
島
町
役
場　

住
民
生
活
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）
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今回は、9 月 5 日～ 7 日に行われた「南の逸品大商談
会 2013 in Tokyo」についてご報告します。

今回の商談会はアイスクリームやジャムを出展。「素材
の味が生きている」との評価を頂き、多くのバイヤーの
方々に注目されました。その中でも飲食業や小売業、ネッ
トショップからはシークニンやタンカン、パッションフ
ルーツといった南国ならではの果物を使用した商品に対
して特に高い注目が集ま
りました。

今回は美農里館にとって初めての商談の場ということで不慣れな
面もありましたが、様々な企業のバイヤーの皆様に注目していただ
いたことは大きな収穫だと思います。農家の皆様や町民の皆様と協
力し、徳之島の農作物を今後の商品開発に活かすことで徳之島の物
産における原動力になると実感しました。
今月の美農里館見学会は 10月 6日 ( 日 ) と 10 月 24 日 ( 木 ) の 13：30 ～ 16：00 です。
※なお、１０名様以上の団体での見学につきましては事前に下記までご連絡をお願いいたします。

【お問い合わせ先】徳之島町役場　地域営業課

大島郡徳之島町徳和瀬 615-1　☎ 83―4111　FAX 83―1114

徳之島町地域営業課の facebook ページも

『いいね！』よろしくお願いいたします。

http://www.facebook.com/chiikiei.tokunoshima

【お問い合わせ先】徳之島町役場　企画課　☎ 82― 1 1 1 1　FAX 82―1 1 0 1

企画課からのお知らせ

美
農
里
館
だ
よ
り
10
月
号

平成 25 年 11 月１日現在で、
２ ０ １ ３ 年漁業センサスを
実施します。
調査員がお伺いしましたら、 ご協力
をおねがいします。

総務省統計局では、10 月１日現在で住宅・土地統計調
査を実施します。

この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査
で、全国約 350 万世帯の方々を対象とした大規模な調査
です。

今回の調査では、近年において多様化している国民の
居住形態や少子・高齢化等の社会・経済状況の変化を踏
まえ、住宅のストックのみならず、
①住生活を支える居住環境
②耐震性・防火性といった住宅性能水準の達成度や省エ

ネルギー性能住宅
③土地の有効利用状況を明らかにすることをねらいとし

ています。
統計調査員が調査世帯へ調査票の記入をお願いに伺っ

た際には、調査票へのご記入、又は、インターネットで
の回答をお願いします

住宅・土地統計調査について

◇ステージ（13：30 ～ 17：00）「長寿・子宝」に関する作文発表＆表彰式、
元ちとせライブ等※事前申込必須

◇ロビー内（13：30～17：00）「長寿・子宝・癒し」のパネル展示等
◇ 屋 外 （13：30～17：00）長寿食材グルメグランプリ等
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